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Abstract
The present study examined the “evacuation with companion animals” in areas afected by the 
Kumamoto earthquake.  I joined the eforts to help refugees with companion animals at Mashiki City 
General Gymnasium shelter from April 16th.  At this shelter, a facility for refugees with companion 
animals, caled “Mashiki-machi Wan-Nyan House” was set up.  Support for “House” and “Home” were 
provided for the refugees and their companion animals at the facility.  Based on these practices, the 
importance of support for refugees with companion animals was considered.
Ｋｅｙ ｗｏｒｄｓ： Kumamoto earthquake, evacuation with companion animals, support for “House”, 
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」、「たくさん写真がたまっちゃって
（笑）。仮設住宅の壁にいっぱい貼らなきゃ
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で大切なおもいでに変えることができました
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」との飼い主からの感想は、ペットの写真が、被災経
験に対するよりポジティヴな意味づけの契機となったこ
とを、端的に示していると言えるだろう。
　第⚓に、本稿での事例を踏まえて、人とペットの減災
に関する「自助」「共助」「公助」について論じよう。災
害に備えた飼い主とペットの「自助」については、既に
多くの指摘がなされている（e.g.，矢崎・水越・関口ら，
⚒⚐⚑⚑；ねこの防災を考える会，⚒⚐⚑⚔）。特に、他者との
共同生活に適応するためのペットの社会化・トレーニン
グは、被災場面において非常に重要となる。益城町内の
避難所でも、犬の吠え声や噛み癖等が、「ペット同行避
難」の妨げになることが少なくなかったという。平常時
からのペットの適正飼養が、災害時にも功を奏すること
は論を俟たない。
　しかし、より困難であるのは、避難所等での「ペット
の受け入れ」に関わる「共助」の問題である。熊本地震
においても、ペット同行避難者が、避難所での生活を続
けられなかったケースが少なくなかった。安易なペット
の受け入れ拒否や飼育禁止は、飼い主である被災者が、
⚔⚒
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より危険な状況での生活を強いられることになりかねな
い。逆に、安易な「ペット同居」もまた、避難所生活の
中で様々な問題を引き起こすことにつながる。「わんに
ゃんハウス」での支援活動の経験を踏まえてなお、筆者
自身、「いかなる状況でも、避難所内でのペット同居を認
めなければならない」と強弁するつもりはない。数多の
「想定外」の事態を生む災害において、ペット飼育者・
非飼育者を含め、被災者全体の安全を守る備えが求めら
れることとなる。「ペット同行避難」が一般化しつつある
今だからこそ、平常時からの「共助」の備えが求められ
る。そのために、各自治体の地域防災計画や動物愛護管
理推進計画に示された「公助」との連携が必要になる。発
災直後の救急救命期から、復旧期、そして復興期へと災
害サイクルが移行するのに合わせて、ペットを含む＜家
族（Family）＞に対して、どのような＜住居（House）＞
と＜居場所（Home）＞の支援を備えるのか。熊本地震を
はじめ、これまでの被災地での経験から十分に学び、「自
助」「共助」「公助」の備えを進めることこそが、これか
らの人とペットの減災において重要になる。
　熊本地震被災地は、未だ復旧・復興の途上にある。被
災者とそのペットのほとんどは、仮設住宅など、新たな
＜住居（House）＞へと居を移した。しかし、＜住居
（House）＞の提供が、支援の完了を意味しないことは、
本事例の検討を通して明らかにされたことであった。災
害サイクルが次の段階へと移行する中で、今後は、仮設
住宅等の新たな＜住居（House）＞を、＜居場所（Home）
＞に変えるための支援が求められることとなる。これか
らこそ、被災者とそのペットの生活を支えるための様々
な取り組みが必要になると言えるだろう。
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いに関しては、九州保健福祉大学倫理審査委員会の承
認を受けた（承認番号：⚑⚖−⚐⚓⚒）。本稿の執筆に際し
ては、個人情報が特定されないよう匿名化を徹底し、
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⚓）益城町総合運動公園避難所には、アルピニストの野
口健氏率いる熊本地震合同支援チームによる「テント
プロジェクト」も行われ、主として車中泊者への支援
を念頭に、運動公園内・陸上競技場に⚑⚕⚖張のテントが
設置された（野口，⚒⚐⚑⚖）。この「テント村」ではペ
ットの飼育が禁止されており、筆者もほとんど関わり
を持たなかったため、本稿では、野口氏らによるテン
ト村の動向は割愛する。
⚔）熊本地震後に発刊された「ペットの防災基本BOOK」
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⚕）避難所でのペット飼育支援の場でこのようなコミュ
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稿では、未だ十分に深めきれていない。ここでは、＜
居場所（Home）＞の支援の萌芽に、「わんにゃんハウ
ス」におけるペット飼育とその個別支援の場で、ペッ
トを介在し、被災者と支援者との間で「ただ傍らにい
る」関係（鷲田，⚑⚙⚙⚙；渥美，⚒⚐⚑⚔）が生じたことが、
その重要な端緒となっているのではないか、との着想
を記すに留める。
引用文献一覧
朝日新聞（⚒⚐⚑⚖）「大切な家族、一緒に　ペット連れ⚒⚐⚐
人、動物病院に避難　熊本地震」朝日新聞⚔月⚑⚙日
夕刊
渥美公秀（⚒⚐⚑⚔）「災害ボランティア：新しい社会への
グループ・ダイナミックス」弘文堂
兵庫県南部地震動物救援本部活動の活動記録編集員会
（編）（⚑⚙⚙⚖）「大地震の被災動物を救うために：兵
庫県南部地震動物救援本部活動の記録」
　　（http://www.lib.kobe-u.ac.jp/directory/eqb/book/7
−156／，⚒⚐⚑⚖年⚙月⚓⚐日）
一般社団法人ペットフ ドー協会（⚒⚐⚑⚕）「平成⚒⚗年全国犬猫
飼育実態調査」（http://www.petfood.or.jp/data/
chart2015/index.html，⚒⚐⚑⚖年⚙月⚓⚐日）
環境ল（⚒⚐⚑⚓a）「災害時におけるペットの救護対ࡦΨイ
九州保健福祉大学研究紀要　18：33 〜44，2017
ドライン」（https://www.env.go.jp/nature/dobutsu
/aigo/2_data/pamph/h2506.html，⚒⚐⚑⚖年⚙月⚓⚐日）
環境省（⚒⚐⚑⚓b）「東日本大震災における被災動物対応記
録集」（https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo
　　/2_data/pamph/h2508c.html，⚒⚐⚑⚖年⚙月⚓⚐日）
加藤謙介（⚒⚐⚑⚓）「「災害時におけるペット救援」に関す
る予備的考察：先行研究の概観及び新聞記事の量的
分析より」『九州保健福祉大学研究紀要』⚑⚔，⚑−⚑⚑．
川村邦光（⚒⚐⚐⚖）「家族写真をめぐる覚え書」『待兼山論
叢：日本学篇』⚔⚐，⚑−⚑⚑．
警察庁（⚒⚐⚑⚖）「平成⚒⚘年熊本地震に伴う被害状況と警
察措置（平成⚒⚘年⚘月⚑⚕日）」（https://www.npa.go.
jp/kumamotoearthquake/pdf/zyoukyou.pdf，⚒⚐⚑⚖年
⚙月⚓⚐日）
児玉小枝（⚒⚐⚑⚑）「同伴避難：家族だから、ずっといっ
しょに･･･」日本出版社
LEONIMAL（⚒⚐⚑⚖）「ペット防災の基本BOOK」
森川すいめい（⚒⚐⚑⚓）「漂流老人ホームレス社会」朝日
新聞出版社
ねこの防災を考える会（⚒⚐⚑⚔）「ねことわたしの防災ハ
ンドブック」PARCO出版
野口　健（⚒⚐⚑⚖）．「益城町テント村の報告と今後の避難
所の在り方に関しての提言」（http://www.noguchi-
ken.com/M/2016/05/post-855.html，⚒⚐⚑⚖年⚙月⚓⚐日）
（社）日本動物福祉協会（⚑⚙⚘⚗）「JAWSレポート」⚑⚐．
（社）日本動物福祉協会（⚑⚙⚙⚑a）「JAWSレポート」⚑⚘．
（社）日本動物福祉協会（⚑⚙⚙⚑b）「JAWSレポート」⚑⚙．
社団法人長崎県獣医師会（⚑⚙⚙⚓）「雲仙普賢岳噴火に伴
なう愛玩動物等救援事業：決算報告」社団法人長崎
県獣医師会
特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパン（⚒⚐⚑⚖a）
「【熊本地震】益城町にバルーンシェルター設置、避
難所として運用開始（⚒⚐⚑⚖年⚔月⚑⚗日）」（http://peace-
winds.org/news/emergency/9663，⚒⚐⚑⚖年⚙月⚓⚐日）
特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパン（⚒⚐⚑⚖b）
「【熊本地震】長期化する避難生活に備えて（⚒⚐⚑⚖年
⚔月⚒⚒日）」（http://peace-winds.org/news/
　　emergency/9776，⚒⚐⚑⚖年⚙月⚓⚐日）
鷲田清一（⚑⚙⚙⚙）「『聴く』ことの力：臨床哲学試論」TBS
ブリタニカ
山田昌弘（⚒⚐⚐⚔）「家族ペット：やすらぐ相手はあなた
だけ」サンマーク出版
矢守克也・渥美公秀（編著）・近藤誠司・宮本　匠（⚒⚐⚑⚑）
「防災・減災の人間科学：いのちを支える、現場に
寄り添う」新曜社
矢崎　潤・水越美奈・関口行広ほか（監修）（⚒⚐⚑⚑）「災
害から、愛犬を守る。」PRIME CREATE
⚔⚔
